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SUMMARY 

(1) In this research, the concentration of catecholamine (CA) in human or 
canine plasma was measured by WEIL-MAU王ERBEand Bo:rn’S ethylene diamine 
condensation method, which had been modified by me in following points. i) 
Batch method was used in alumina adsorption process instead of column 
method, ii) Filters of fiuoromether was so selected that the fluorescence of 
adrenaline equaled to that of noradrenaline. And thus fluorescence measured 
by my method revealed the sum of absolute value of adrenaline and noradren-

aline. 
(2) The concentration of CA in normal human antecubital venous plasma 

was estimated in my method as 3. 6γ／L (1. 1 5. 8γ／L). 

(3) In extremities, intestine, spleen, and liver (canine), the concentration 
of CA in venous plasma of each organs was higher than in corresponding 

arterial plasma. 
But in lung (canine) contrary, the concentration of CA in pulmonary venous 

plasma was lower than in pulmonary artery. 
These tacts reveal that, i) CA is excreted from sympathetic ending in 

various organs and ii) CA in blood is destroyed partially in the lung. 
(4) The author assayed the changes of CA concentration in venous plasma 

in various clinical states as follows, i) In hypertensive attack of a pheochromocyt-
oma patient, CA in venous plasma reached to 36. 6γ；L ii) Changes of CA 
concentration in general anesthesia and lumbal anesthesia were inconstant. iii) 
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Fatal anoxia in dog by thoracotomy caused CA concentration to rise 3 5 times 
higher than preoperative level. iv) In electroconvulsive therapy, CA concentra-
tion in venous plasma increased 3 times higher than preshock level. 

(5) When portal pressure was lowered by experimental constriction of 
inferior mesenteric artery and coeliac artery in non-splenectomized dog, the CA 
concentration in portal vein increased. Contrary, CA concentration in portal 
vein returned to normal value when portal pressure w2s raised to original level. 
But in splenectomized dog thεse reactions were not found. If portal vein was 
constricted in trunk, peripheral portal pressure was markedly raised, but 
portal pressure in the liver wa~ reduced. In this constriction, changes of CA 

conceotτation in portal vein were incon凶tantboth in splenectomized and non-
splenectomized. 

In this connection, it seems that spleen plays a part of role in keeping the portal 
pressure by secreting CA into portal vein. 

(6) I assayed the portal pressure and portal CA l::;efore and after splenectomy 
in BANTI’s diseases and hemolytic jaundices, but I could not find the signi日cant

changes of portal CA. 

緒 Eヨ

休液中より ）） Catecholamine （以下 CAと略す）

日の測定は副時機能の消長，「｜律相11経活動の状況を知

る土に極めて有用な方法である．併し此の測定は体液

中c.＼が特定の場合以外は極めて微量であるから，種

マの方法が案：±＼されたにかかわらず現在でも極めて困

難だとされている．体液中 CA の定：f,1のl茂初の試み

ば， F重々の Bioassayによりはじめられたl) 此の方

法は面倒な上に不安定ではあるが，いまもたりー音！If乙

｛山目されている．此の欠点を除くゐ其後多数の化学的

定；illi法が予定／：t¥されて実用されたが，現在では Lnndに

よる Trihydroxyindol－法2）川山とれいI¥lalherbe 

and Bone によるEthylenediamine結合法叩）6）が

一般に認められている．また血清中Cλの測定にも此

の二者の極々の変法がJ甘いられている.•>- ~0)30)35)36)34) 

私は悶々比較検討の結果 Lund 法よりも史iこ感度の

J(:j>,' ¥¥"eil 'Iλlherbe and I ；川]l• 法を応HJ して而も少

しく改良してJfrl消中CAの定）止を試みた．

註； CAとは（、日techol 核を有する Ethylmono-

amineを総称したもので，その中でも特jこ Adrena-

Jin eとNoradrenalineのιjLを指す．

第 1章 血 清 中 CA定量法

( 1) Weil・Malherbe and Bone氏法の原法ti)

との方法は血清中からアルミナ吸着法でC人をf出向

し，これを Ethyl巴ne diamine と縮合させて後光

休を作りその後光を比色する方法である（第1図）．

この方法は次の様にして笑施される．
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第 1 図 ＼＼・じiL¥Ialherbe& Bone 氏－Ethylene

diamine縮合法の原理

先ず 2%NaF, 3 %N;i,Sp3混波5ccを入れたn：射
出で 20ccまで採ilrtし，それからlfIL消を分離．これを

pH8.」に調整してクロマトクラフ用アルミナ1-i＇を通

しC人をl政訂させ，位を／ドわt後 0.2N酢酸5ccで洗び

:I:¥して Eluateとする．次にこれに Ethylene dia-

mine 0. 7cc, 2:¥1 Ethylene diamine HCI 0.5c・どを

加え， 50'cで20分加熱したit:.冷却して I川 butanol

lOcc皮υNaCl4.gを加えて拙Ill.c ，＼は Ethvlen《、
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diam inc縮合体をIrり， ζれは Isobutanol尼Hζ移

るから乙の後光を測定するのである．彼等は Adrcn-

aline とNoradrenaline の作る後光休が， 各々後光

波長を異にする事から．後光計の2次フィルターを変

えて両者を分離定量した．

(2) Weil岨alherbeand Bone氏法の検討

i）測定操作中のCAの分解

c Aはアルカリ性の Medium中では緩めて酸化さ

れやすい物質であるから，操作中の損失は常に考慮さ

れねばならない．併し私の経験によると．採血後その

まま室lliil.1と放問しておいても約5時間まではc，＼旦；こ

変化は起らなかった．叉アルミナ吸着操作はpH8.5で

行うのであるが．これは図2の依にその時間出.15分以

内なら JU’人はほとんど）！日祝出来る．

l京止め々

IOO 

話。

60 

4-0 

2ο 

いう疑問がおζ る．併しこの点について検討の結果図

3の様lこ鯵血，非自霊lfrl時の血清中CAにほとんど変化

は認められなカ‘った．

採血時lこ務血を起した血清中のCAは附加する乙と

が多い．とれは血球に附着しているCAカマmlする為

であろう 21)-

iii）アルミナへの吸着

原法ではカラム法によっているが， ζれは面倒な上

に話料をアルカリ性にして往を通す時聞 かHI主1かか

り， ζの閥にCAの分解をおこすおそれが多分にあ

る．そ ζで私はアルミナを血清中に直接投入してこの

pHを8.5としてから仮盗混和し，クラスフィルウーで

縮過して，残ったアル ミナからCAを洗ひ:±1す方法告

とった.c Aのとの方法による各pHでのアルミ ナへ

の吸着率は図4の如くである．とお此処：こ仇ーったアル

ミナは i¥Tcrck＇.ノヲ Brockmann処方のものを塩酸で煮

同＼lue'Yltの
忌主々 度 、

go 

o 10 ;w 30 4-0 切 bO 外 60
第2図20'Y/di.のN.A.等量混合液を pH8.5とし

Magnetic-Stirrerではげしく烹ぜながら
時間おきに試料を採取して ぐ九.：止を淀川
約 15分以内では C八量に変化はない

ii）採血時の条件

人休では肘静脈から採血する乙とが最も 多いが，こ

の時駆血械により肘静脈の欝血を起させると血管の交

感神経緊張が変って， C入量に変化を来しはせぬかと

比
i
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第 3図 草壁I似及非欝血IJ寺の肘静脈内のCA[i¥:. 
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第 4図 Noradrenalineの各PHでの

アルミナへの吸着率

初ll，更に塩酸の消失するまで水洗， 400。Cで2時間加

熱したものである．私はこの外に和光クロマトグラフ

用アルミナ200:¥I1:;z_び300:¥l もJ日いて回収率を検した

が，｛可れも特に変りはなかった．



3796 日本外科宝函第28巻第9号

原法では吸着時の血清のpH調整に， pHーメーター

を用いて正確に8.c！としたが，私は単l乙pH一試験紙で

(T-B紙）調整するのみとした．この程度で十分に

吸着は安定で、あった（図4参照）

iv）重合及び lsobutanol中えの抽出

原法適りに行った．ととに使ふ Ethylenediamine 

には和光じil98ορ純エチレンヂアミンを用い，とれを数

回再蒸溜して，氷室中で‘結晶を作る程度に純化して使

用した.Ethyl巴ne diamine は不純なままでは盲後

光が強いので，この試薬の精製はとの方法の要点の一

つである．

Ethylene diamine HCIはエタノールで再結晶し

てから用いた．

Isobutanol は再蒸溜をくりかえせば純水以下の盲

鐙光とすることが出来る．以上の持活（土何れも可及的

盲後光をへらして用いぬと測定は不／j~」！万二終る．

v）蛍光測定

八木式微量償光言｜を使用．原法の如く 2次フィ Jレタ

ーにより Adrenalineと：＼oraclrenalincの分離定量を

行ってみようと試みたが，フィルターの波長特性と明

るさとが両立せず，誤差があまりに大きいととを認め

たのでとれは行わなかった．そして 1次及び2次フィ

ルターを適当にえらんで Adrenalineと Noradrena-

line の後光光度がそれぞれ等しい様にして， CA全

体としての後光を測定した時，それがすれこ Aclren-

alineと Noradrenalin巴の絶体値の和になる様にし

た．そしてその為にはビケ 1ン定包用の U＼・＼・，，及び

uvo，・フィノレターを使えばいいことがわかった．

vi）標準液とブランク

標準液lこは三共製薬の注射用 0.1%ノノレアドレナリ

ン液を当日2'Y/ccfこうすめて用いた． ζれは Xoraclr-

enalineの結晶から直接作った標準液との再度の比較

で十分正確で、あることを知った．

フランクは原法適りの Reagent-Blancを用いた．

(3）私の変法

以｜ー述／、？二険汀をもとにして夜、は表 1の様な方法を

採用した．

との方法によると，人血清中に加えたCAの回収率

は表2及び図5の様であり，安定した価を示した．

c Aを先す．全血に加えてから同ちに血清を分自在して同

様な同収不l曲線を作ってみると，その凹収不は血清か

らの場合iこ比べて低く，かっ不安定である（｜玄16) . 

これは加えたCAの一部が血球に｜段着される為であろ

ヲ．

表1 Weil :¥Ialherbe and Bone氏法に準じた

血清中 Catecholamine定量法（杉谷）

採血

↓ 
pH調整

↓ 
吸着

↓ 
溶 出

／
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八

日

出

向

帆

I
l－
－

V
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1

V

I

I

I

V

2

 

重

拍

釦

2 %NaF, 3 %Na2Sp3混液Secを注射器
量？り 20吋採血し混和，遠沈，血清分

血 清 10ccにアル＜ -j 1 gを入れ 0.2M
acetate bu貸er(pH8. 4) lOccを加え 0.5
N. Na2C03を滴下.TB紙でpH8.5fこ調整

とれを5分間飯沼後3-G-3ーグラスフィル
ターで吸引泌過，残ったアルミナを Sccの
水で2回洗う．

0.2N酢酸Sccで2回流い出し，との
Eluat巴を益附遠沈色’にとる．

10. 2'Y Noradrenaline 
~－－~ー＼0.2N 酢酸 Scc

!/J( Scc 

(Standard) 

～＿f0.2N酢酸 Scc
l水 Sec

(Blanc) 

2:¥f-Ethylcne diamine HCI 0. Sccと
Ethylene cliamine 0. 7cc加え 50。c.
20分加混

冷却後 NaCl4g, Isobutanal lOccを加え

て4分保（弘抽出，遠沈

Isobutanol 101を後光測定
（八木式微量後光三J-, 1次フィル守－

UVV1, max 380mμ, 2次フィルタ－
l'V01' max 540mμ) 

表2 人血清に加えた Adrenalineの回収率

l人 Jfll ir'J IこIJi1J 収した［ti]収率
例 IJll えた A'A

'Y /lOcc ! 'Y 1 % 

1 0.200 0.17 85 

2 II 0.16 80 

3 II 0.15 74 

4 0.040 0.034 85 

5 II 0.034 85 

6 0.025 0.021 81 

7 0.020 0.015 円iI 円

平均 82士4%
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ず（厄］吐し t~A)

0.2 

。15

o o.o) 0.1 0.1.,- o.z 

"f （加えたA)/lOc.c. Serum. 

第 5図正常人血清に各政度の Adrenaline

を加えた時の回収i伯線

直線を示し．此の図の回収率は80%

す(l!!J斗KLt: A‘） 

o.z 

0.1 

o.o 

。 0.05 。‘l 0.15 o.之

"f （加えたA)/15c・C・

第6図正常人全Ifrlfe各被皮の Adrenethne

を加えてKHこ回収l的線，回収不は60%

Weil-:¥lalherbc and Bone氏法の特異性に関して

は極々 の批、附があって，例えば Eulerりはこの方法で

測定した血f背中CA量は他の間接的な方法による計算

値に比べて高すぎるといっているし，今泉，佐野22）等

はとの方法では AdrenalineとNaradrenalineの外に

酸・中性 Catechols, DOPλ 等も測定されていると

している．それでこの方法で測定した血清中CA fj'（を

そのままAdrenalineとNoradrenalin巴のみの他であ

るとするのは危険であろ う．併し以下述べる笑験の様

に同一個体で而 も短時間内の変化を比較するか， I·~は

十分大量の変化を来すHiになJ:J}j合には大体乙の変化は

AdrenalineとNaraclrenalineによるものと考えてよ

いようである．

第 2章動・静脈内CA量について

(1) 健康人静脈血清内CA量

Weil-Malherbe and Bone 仰によると，正常病院

勤務者51{JI）について血清中総 CA量は 3.39± 0.043 

"t/L （但し，Adrenalineに換算），叉は分離定蚤で7)8)

Adrenaline=l.18（古）～1_46（♀） "f /L Noradrenal-

ine=5_ 29（古）～5.16（平)"I/Lで、ある．

私の測定では28例平均3.6"f/L (1.1～5. 8"1/L) で

あった（表3) . 

表3 正常人安静償臥時の静脈内Cλf立

例 ヴ／L 例 γIL 

1 2.6 15 2.9 

2 3.2 16 2.2 

3 1. 6 17 2.5 

4 2.8 18 1.8 

5 1. 1 19 4.8 

6 2.8 20 2.3 

7 2.2 21 2.2 

8 3.8 22 1. 8 

9 2.5 23 3.9 

10 3.8 24 1. 4 

11 5.8 25 4.5 

12 4. 7 26 2. 7 

13 5,5 27 2.2 

14 5.2 28 1. 1 

平均 3.6 "t/L 

ζれらの値は既：こ述べた様i乙，茂人によると正常静

脈血清中のものとしては過大であるという．例えば

Price and Price叫によると Trihydrnxyindol法で

0. 35"!/L (Adrenaline+ Noradrenalin巴），叉Lund23J

によれば牛血清中c.＼量を1.2～1.8"1/Lとしている．

(2) 動・静脈閣の血清CA量の差について

c A泌皮が動・静脈問で差があるととは， Weiト

l¥lalhcrbe21J，阪本加， Priceand Price町等によって

すでに指摘されているが，ζれは Noradrenalineが

末梢血管叉は組織に分布する交悠［111.¥::fklfl力、ら分泌さ
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れているものである乙とを考えると当然のことであ

る．私は．休静脈中にこの様にして地塁したメorad-

renalineは，再び動脈血として末梢に至る聞のどと

かで処理されていfよければfよらないと考え，乙の事実

を更にくわしく追試した.c Aは流血中では保設物質

が存在するために， 著し く安定であるとされてい

る1人

試料採取法；試料はすべて健常成犬である．

a）後肢 イソミタール麻酔下の股動脈と般静脈か

ら同時に採血してCA i立を比絞．

b) 牌 同様麻酔下に開腹し，脚動 ・静脈よりtf:

J古し

c) 腸管 b）同様にl腸間膜動・ 静脈よりn血．

d) 肝 b）同似開腹して門脈 及び肝治脈（V.

ca、ainferiorからカテーテノレを換入して採取） から

採巾し即ちこの場合は門脈一肝静脈系につ小ての比較

である．

e) 肺 イソミ タール麻酔下に気管内燃れし．酸素

で人工呼吸を行いながら閲胸．中叉は下H市議動 ・静脈

から採血．

実験結果 図nこ，I、村Ji!:/Jrll以外のすべての臓憾で

Yt'.＇血伶C舟
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第 7図 動 .lff•脈問のlftlii奇中C i¥f誌の差

静脈血の方が動脈血よりも CA l止は多い.tこだ肺は唯

一の例外臓擦で，肺静脈血lの方が』l右動脈血よりも CA 

はいつでも少ない．乙のCAの減少は Noradrenali・

ne の減少によるものである．なせならば，図示のよ

うに CAの肺における減少日は 1.5～3.57/Lである

が， Adrenalineの血清中級度はとれよりずっと少な

い故，これが Adrenaline の減少のみによるもので

はあり得ないからである．

元来 Adrenaline は副腎から血中iζ分泌されて全

身臓Bl}K分布し，そこで消費される Hormoneであ

る．事実 Adrenaline は必ず動脈内政度の万が静脈

内に比し高い乙とが阪本24》. ¥¥'cil l¥lalherbe 21i等に

より認められている.{Jt-し：：＼oradrenalineは副腎か

らも多少は分泌されていて血圧保持に役立つてはいる

が，大部分は交感神経伝達物質と してその末梢から分

泌されているのである．そして Noradrenalineはそ

の分泌された局所で Amineoxidase kより 2~） （乙

の Amineoxidaseについては異論もあるが）山町一

部分解されて一部は血中に遊出して来ると考えられて

いる加．もし上に述べたように．肺に於て多量に処理

されているものとすれば，ある臓照の交感神経活動！こ

よって分泌された：＼＇ nradrenalineが直ちに全身に行

きわたるととなく，ひとまず肘Jで‘うけとめら れるか

ら，全身血圧の Homeostasisは変化をみることが少

えよいわけで．一応合目的性の存在とも考えられるので

ある．

第 3章 Pheochromocytoma患者及び

種々の Stressを加えた場合の
血清中CAについて

( 1) Pheochromocytoma 患者における血清中

CA量

Pheochromocytoma の組織中にC八か多日に含

まれているmは Holton29＇によ り発見され，このC

Aと恩者の高血圧発作を主とする症状の発生徴的の閲

の関係を確認したのは Engel& Eulcr30lである．其

後 Lnncl31＇はこの患者の高 血圧発作時の血清中にC

Aの僧量を Trihydroxyindod法により見出し，叉

Euler et aJ32＞は腫繍静脈中から BioassayでCAの

f!YI litを見出している．私は Pheochromocytoma の

一例において，高血圧発作中に血清中CAt~／！訟を私の

改良法によって見出した．

症例 23才♀．昭和23年 2月から発作性高血圧．糖

尿，視力低下を訴えている似－91.主E物，＼験及び尿中
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時l司

ond et a!34Jが麻酔，手術．外傷の血中CAへの影響

を調べたと ζろ，麻酔叉は特に Shockを起きなか

った大手術に於てはCAの変化に一般的な法則はなか

っ？こ．

:z 
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第9図

血 4事CIJ.

~I 
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b 

) 

4-

3 

c A排出増加（Adrenaline=1. 5')' /24h, Noradrena-

line＝約5000')'/24h）で Pheochromocytoma と

診断され， 34年3月腫癌（125g）を摘出された．この

腫癌中には Adrenaline=8.O'Y /g, Noradrenaline= 

22, 000')' /gを含有し，組織的にも定型的の Pheochr句

。mocytomaであった．

との患者の手術時K血清中CAを定量したのが図8

である．手術開始前の高血圧発作は麻酔の為の気管内

換管時に起ったもので． ζの時に著明な CA i首量

(36. 6'Y /L）を来している．

－：≫内＂＇

~＼ 
V九八件汗（不十九~~~川
戸＇＂＇＂＇＼~ヘ，，／ ぃ， Lじく；i

b）腰椎麻酔 56才古の右副翠丸結核及び55才 古の

左副翠丸結核の2例の摘出術時の腰椎麻酔について測

定. 2例共4%ナJレコスO.3+0. 3ccを術前1時間及び

30分に注射したのみで，エフェドリン，其他の界庄剤

は一切用いなかった．ぺJレカミン S2.3ccを用い2例

共瞬高迄知覚麻姉を来した．

図10の様lζ腰麻新iJlまCA量は高値を示していて．麻

酔後は直ちに減少した. 1例では2時間後も減少した

伯のままで．備の1例は 1時間後には上昇してほとん

ど麻酔前と同値となった．

全身麻酔時の血清CA量
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第8図

(2) 麻酔時の血清中CA量について

外科手術の際の麻酔が，血清中CAlこ及lます影響は

かなり複雑で．その深度，前処霞にもよるが，手術操

作にも関係がある．

a）全身麻酔症例は麻酔のみ 1例． 阻まE摘出 1

例，部分的胃切除8例である．何れも経過順調で、特に

事故のなかった例のみである．麻酔の方式は何れも，

手術前夜にラボナ 50mg2錠，当日手術前2時聞にラ

ポナ 2錠． 1時間前に硫酸アトロピン0.5mg＋ドロム

ラン3mg皮下注射． ラボナール＋サクシンて’導入して

気管内換管，維持はエーテル， J笑気により E朋2相tこ

保持．

肘静脈内の血清中CA濃度は~示のようで （第 9

図）． 麻酔導入後1～2時間は減少している例が多

い．そして其後3～4時間目までに僧加して来る例が

ある．乙の初期の減少は麻酔による向律神経緊張の低

下によるもので，其後の増加は手術による出血，其他

の Shock傾向の影響と考えられないこともないが．

とれ等の変化は何れもあまりはっきりしたものではな

い.Miller33lは犬のPentobarbithal麻酔時に血中

c Aは30%の減少を示すといっている．併しHamm・
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(4) 電気ショック療法時の血清中CA量

外来性の Stressが血清中CA量fO，、かiJ:る影響を

及ぼすのかを検するために，その Stressのーっとし

て精神科の電気シ司 yク療法時を選んだ．

即ち 3例の慢性化した分裂疲患者について検査し

た．前処置江しで，条件は lOOV,3scc, 'rll極は両側

頭．肘静脈から採血した．

3例共に血清中CAの著明な明量をみた（第12図）．

3 

2 

y/L l血清 CA

第28巻
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'i3 

7 

今

も

ち

日本外科宝函

Hammond et aJ34Jは痔核手術の腰麻でCλ量がほ

とんど変化し広かった 1例をあげている．私の2例に

おける血清中CAの減少傾向は，如何なるものかはっ

きりしないが，恐らく腰麻による下半身の交感神経麻

障によるものではなかろうか．

( 3) Anoxia時の血清中 CA量

Anoxia l申乙血圧上昇，頻脈等が現れる事は周知の

事実である．而も乙の時は副腎機能が元進している事

が Duneir"'Euler & Folkow38J等によって認めら

れている．

実験 7～lOkgの健常成犬をネンブタールで、麻酔し

て，両側関胸．犬は換気量減少，酸素欠乏で10分前後

で死亡する． ζの閥に腹部大動脈から採血した．

結果 c A量は閲胸前の3～5倍に増量した（第11

図）． 猫で， 死l己至るが如き安心、を起させると副腎

髄質の分泌は数十倍lこ増加すると Euler & Folkow 

は述べているが，夜、の測定した血中CAのWI日中には

Noradrenalineも含まれているから増加率iこ差があ

るのであろう．

3
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m＇.＜~ショック療法前後のlll清中CA量

Weil-Malherbe21lは．人においてm気ショッ時に血

清中 Adrenalineの附加をみ， Pekkarinena引（土家

兎に氾%ショックを行うと副Ir＇曹の肥大することを認め

ている．また Sourkeset aJ40Jも人の U気ショック

で血清中CAの増量をみている．

第四図
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門脈内CA量と牌との関係

牌は門11取配下の臓保のうちで，交感神経のみで支配

されている｜准ーのものであり，他の臓械に比べてCA 

含量は最も j':.•，、 41）.そ ζで脚が門脈内に分泌するであ

ろう CAが，門脈圧と何等かの関係があるのではない
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かという点をたしかめるために次の様な実験を行つ

実験方法 (1) 試献は4～14kgの成犬．

Nembutal で‘静注麻酔して，脊位に固定，正中線で

開腹し，適当な腸間膜静脈からビニーJレ管を門脈根部

迄入れて， 乙れを門脈圧測定，採血用とする（第13

図）．

第13図犬の門脈圧測定と血液採取法

(2) 門脈圧を変化させる方法

i) A. coeliacaとA. mesenterica inferiorの根

部を剥離して 2o/oキシロカインで十分周囲を麻療さ

せ．そこに糸をかけて開腹創外に出して創はいったん

閉じておく．そしてとの糸をびっばれば動脈狭窄を起

し，門脈圧は下降する．またとの索引の工合で30mm

H20～5mmHρ まで「11:13（乙門脈庄を下げる乙とがで

きる．糸をゆるめると圧は直ちに旧に復する．との方

法は門脈圧を変化させる以外には，他の影響はほとん

ど認められない． ζの際 A.coeliaca或いは A.m-

esenterica inferior のいずれか一方のみを狭窄しで

も門派圧はほとんど下らない．

ii) 門脈で肝門部に同様に糸をかけると門脈庄は著

明に上昇する．併しζの時は肝r1i:ナ：立反対に血流がへ

り，肝内門脈圧は下降しているわけである．

(3）以上の門脈圧変化と狭窄の開放を約10分間をお

いて交互に実施して，圧変化のほぼまん中の時間で門

脈血を採取してC人J苫を測定することとする．

実験結果

(1) 24例の Nembutalの麻酔下の開腹犬において

は，門脈庄は平均110mmH20であった．との中8例

についてJl!li！摘を行ったが，門脈庄の変動に一定の変化

はみられなかった．叉牌摘により門脈内CA量にも一

定の傾向はみられなかった（第14図）．牌摘と門脈庄
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の関係については政所凶も

ほぼ同様のととを述ぺてい

る．

(2) 7例の非牌摘犬につ

いて A.coeliacaとA.me-

senterica inferiorの狭窄

による門脈圧降下実験を行

なった．門脈圧が狭窄によ

り下降すると門脈内CAi土

全例において増泣し，狭窄

を外すと圧は旧に復してC

A量は減少してもとの価と

なった．そしてζの反応は

くりかえして起す乙とが出

来た（第15. 16図）．
第14図 牌摘前後の門脈圧

及び門脈内CA量

平才勺円I'll'＜百・ mff•H,O 

lσu 

qo 

＼ 
事。！

q。
~o 

5l) 

,CA~ ~Pキ%
l。。

/¥ 60 

4-0 

1!0 

100 

-20 ＼ら／~・／

-40 

ーも0

-So 

。’ 10’ 20’ 30’ .40’ 5C

第15図 A.Coeli司caと A.1¥Tesent.inf.の狭窄で

門脈圧降下を来した時の門脈圧と門脈内

CA  （非脚摘状）
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第15図周様の門脈圧変化を牌摘犬l乙行っ
た.CA－反応なし． （第17図中の一例）
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第18図

刊l~rn •mHcO ベ

門脈よりの採血と同時にV.femoralisからも同時

に採血してそのCAfilを比較すると，牌の存在する時

は門脈内CA:I（と股静脈内Cλ量は全く異なった動き

を示し，脚摘した例で‘は平行して変化した（第19.20 

図）
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同様の実験を5例の牌摘犬について行うと仰が存す

る場合に起るCAiilの変化は(i'j＇たして一 定の傾向を示

きなくなった （第17. 18図）．
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牌摘行はず．門脈CAは門脈圧と逆に変
化している．股静脈（人に変化なし．
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には特定の関係は見出せなかった．

5例のJJ!11！摘を行った犬についても同級な乙とを行っ

てみたが，やはり門脈内CAの変化は不規則，かつ不

定であった（第21.22. 23圏）．

Weil-1¥falherbe and Bone氏訟による血清中 Catecholamine定ほ法及びその札、！｜］について

(3) 6例ω犬について門脈板前｜：ω狭滑により門脈圧

変化を起させた．との時は門脈圧変化と CAiil:との閲
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第23図

も0

()0 

実験結果の考察

実験結果（2）によれば，牌は門脈l王を低下させると

c Aを門脈｜勾iこ分泌している乙とがわかる．そして乙

の事実が実験傑作により起った全身循環系内のCAの

変化によるものではないことは股静脈内CA量と門脈

内CA監の比較実験（図19,20）によってもわかる．

即ち門脈内CAは！仰の浮在する時：こ限り股静脈内CA 

とは異なった変動（門脈圧と反比例した）を示すので

あるから，乙れがl牌に原因することはたしかである．

この事実から考えると，日早は門脈圧低下をCAの分

泌で防いでいると想像することができるのである．

叉実験結果（3）よりすれば，門脈圧上昇iこ対して牌は

特定の反応を示さない様にみえる．併しこの場合に

は，門脈圧が上昇して！仰はその影響をうけているが，

肝自身は反対に門脈圧低下として感じているわけであ

り，乙の点で門脈圧下降の実験とは異なっている．乙

れがl仰のCA分泌の不定な，原因かもしれない．併しこ

こではその断定は出来ない．
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門脈狭窄で門脈圧を上昇させた時

の門脈内CA. （脚摘せず）
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人における肥大牌摘出時の門

脈内CA量の変化について

前述の実験で，健常成犬では牌摘により門l派圧及び

門｜脈113cλit（／こ変化の起らぬこと， fえび門脈！王下降に

対して仰はCAを分泌しているととを知った．然らば

人の病的肥大仰の摘出時には門脈内CAはどの様な変

化を示しているのであろうか．私は4例の Banti氏

病と 3例の溶血性黄痘について牌摘前後の門脈圧と門

脈内ぐ Aの関係を検討した．なお対照として胃切除術

の4例について，術中の門脈内CAl止をiJ!U定した．
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症例は衣4の如くである．何れの症例についてもラ

ボナーJレ，サクシン導入，エーテル，笑気維持で麻酔

が行われ，門腹後直ちに腸間膜静脈からカテーテJレを

m~似部；二入れて門脈庄測定及び採lfrLHJ とした．
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結 果

牌腫のある場合は，対照4例に比べて門脈内Cλ量

の多いことがあるが，常にそうであるかどうかは乙れ

だけでは断定出来ない．叉門脈圧と C人量の関係に対

する日~I摘の彩轡は不定であった．元来第 4 章の実験に

おける！同！のC人分泌は．他全えz腫が門脈庄の降下t乙対

して行うものであるから Banti氏病l仰のような病的

な牌ではその分泌態度がいかに変化するかは今後更に

検討を要する問題である．また上言－｜の症例においての

門脈内CA量の変動には他の臓器特に腸管の分泌する

c Aを考慮に入れねばならないであろう．

第 6章考 案

微量のJ(Jli1JIニドCA量を測定出来るほど峰山の高い化

学的方法は，いまのととろ Lund法とWeil-Malherbe

and Bone法の二つしかないが，乙のほかに Shaw・1''

Raab43' ~r;－：は血消中C 人をアルカリ還元比色法で定量

した．併しこれもほかの種々の比色法44)45'4GJと共i乙特

異性の点で難点があって現在では広く認められていな

い．また Lnndj去（ま私のl経験によると＼＼＇ eil-:¥lalhe-

bre and Bone J去に比べて特異性は高いが感度が十分

でなく，そして致命的な欠点とじてCAを酸化して

Trihydruxyindol とする時の反応が不安定だという

ζとがある47）；そこで私は後者を既述のように改変し

て血清中CA量の定量に応用したのである．

第 2章j乙述べたように invitroのCAが肺j乙於て

よく処理されるとバう事実は Noradrenalineの体循

潔内での消長という点からみて極めて興味ある＇ clL夫で

ある．而もこの！日実はまた誰も指摘したものはなく，

私によって初めて見出された肺と Noradrenalineと

の関係である．

第3章において，私はCA量の変動が著明であると

思われる場合をえらんで測定してみたが， Pheochro-

mocytoma のJ坊f干は羽＇eil

il：；ごよる血中C 人；i孟iJ~リ定としては世界で．最初の一例で
、

ある．叉，三lj微な Stressを受けた場合のI血清中CAの

変動を知る泊三九nυxia,'1W:気ショック療法時にも測

定したが，乙の場合はCA量の増加を来した．併しこ

れは主としで Adrenalineの削1Jillとよるもので， No-

radrenalineの明加は2次的であるととがすで、にたし

かめられているのである．また腰推及び全身麻酔時の

血清中Cλには一定の変化を得るととが出来なかった

が，乙れは更に乙まかく条ド！こを検討すれば興味ある事

実をつかめるにちがい沿い．

第4章で述べた門脈内Cえと桝！との関係について

は，牌は門脈圧低下に対する調節作用としてCAを分

泌すると考えた．そしてζの事実と病的牌腫，叉は門

脈圧元進と何か関連がないかと考えて第5章の測定を

行ったのであるが，乙れは断定を下しうるような成績

をゴることが出来なかった.Streicher48＇によると，犬

を潟血して門脈庄を下げた場合， Jl!!1！摘犬では非牌摘犬

に比べてその回復がおそいし，乙の潟血による同時性

の全身血圧下降も，やはり牌摘犬ではおそいといい，

彼はしかもその理由については何も述べていなない

が，とれば牌のCA分泌と関係しているのではなかろ

うかと思われる．乙の点（土更に検討を重ねる必要があ

ろう．

総括及び結論

1) 私は血清中Cλを定量する為iこ＼＼.etl-:¥Lt!he-

rbe and Bone氏法を次の点で改変した． i) CA 

のアルミナ吸着には，カラム法をやめてアルミナを直

接血清中広投入し，グラスフィルターで鴻過する方法

をとった.ii）後光言｜のフィルマーを選んで Adrnal-

ineと Noradrenalineの発する後光を 1:1とする

係にして，これによりり！準液を Adrenaline'"/_ l土

Noradrenalineの何れを用いても，求めた総 CA量
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は Adrenalineと Noradrenealine の絶対値の和に

なるようにした．

2) ζ の方法による健常人肘静脈内血清CA量は

3. 67 /L (1. 1～5,87/L）である．

3）健常成犬の後肢，腸管， IJ時＇.肝について乙れら

に分布する動・静脈のCAl立を測定すると，何れも静

脈側にCAが多い．併し肺のみでは乙の関係は逆で，

静脈側は動脈側よりも少ない．これは交感神経末梢で

分泌された Noradr巴nalineが）Jifjで何者；かの形で処理

されているからであろう．

りこの万法により種々の場合の血清中CAl立を測

定した． i ) Pheochromocytoma 忠者の高血圧

発作時には36.6 'Y/L tこ増加していた．

ii) 人の麻酔による血清中CA :1_l：の変動は不定であっ

た． iii）犬の Anoxia時には正常の3～5倍に憎加

していた． iv）精神分裂症患者の屯気シ可ツク療法

時には施行前の約3倍に楢加した. v）犬について，

門脈圧を λ.coeliacaとA.mesenterica inferiorの

狭窄により下降させると門脈内C人は噌加し，狭窄を

外して圧を旧に復させると CAitl:も減少した． ζの反

応は牌摘により消失した．叉門脈圧を門脈根部の狭窄

で上昇させても門脈Cλiまに一定の変化は起らず，！同

摘によっても変化はなかった.vi）人の病的！肉腫摘出

前後の門脈圧及び門脈内Cλ量を測定したが，！！卵摘の

影響は複雑で，牌のCλ分泌、という観点のみから結論

を出すととは出来なかった．
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